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高i主主り200名ほど[‐lF～いまで受け入れること

にしました 昨 年同TF受入をお順いしたい!

2  ク アム地区大会参カロ者にまだ余裕が高り=」ュ

3 多 嘩東タルーブ馳 全について (0'～ 08年 十

繰と全 1212686円 を6月末r)会員次 417名■1

7、2980円 を返全することに 合 クラブ会長、幹

事| 了`承し=し た:

そ!)後 9ク ラブ各会長主,近況辞告がう,、会員

増強に皆さん苦労されているようです=

研Ⅲケ会|=、地とロータ)一軒日委員長 Ⅲヽ『未来の

夢計画』について説明がありました‐

◎幹事報告 幹事 小 日 良 生

l HP立 上ずにういて、今月8日 に海qTHI IT委員長と

HP作 成業者と打台せをしました.HPす ,内容 (コン

テンソ|に ついて十■、海野全員に委員会をIB散1 たヽ

だいて、煮詰!)ることとし、業者に i事務局か受講

十ろ HP作 成款室の選択など′ヽ―卜面の作業を進F,

ていくことになっておりまi基 本となる HPの 売
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在中参Ⅲ希望者は役民S名会民2名丁'S名で、 日帰

りを予定してJj Ⅲます
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気が付け,よ《ものづくり》の舞台は中国等に場所を移し

ていました。産業の変化というのは、 10年 スパンくら

いで見ると大きく変わっていまづ、 日本は今、自動車産

業では世界でトップで丸 ヨンピューターキ通信技術で

も世界一と言つていいでしよう。では次に日本が産業の

柱とするのはどこでしょう?日本が世界の中で くものづ

くり》をリードする、というのは、これからも絶対に変

わらないと思いま丸 精密な 《もの》を作る技術、機紋

や、それを管理するコンピューターシステムなどを導入

して 《もの》を安く作る技術というのは、工場を国外に

移したとしても日本が
一番で汽 こういった技術は、ぐ特

許》という権利で独占できるようになっていますが、こ

れt)分かりやすい 《知的財産権》のひとつで抗 最近、

特許の他にも大きな (卸的財働 としての柱が生まれて

きました。それが 《コンテンツ》で→、 インターネット

の発展により、日本の新たな産業の柱になるのはコンテ

ンツビジネスだと功府は考え、《知的財産戦略本部》を作

り力を入れていますが、本当にこれ以上の大産業になる

のか?と疑間を抱く方もいるでしよう。なるんで丸 今

や多大な経済力を持っているアメリカのVouTdbeは、《世

界中で1日に1億件》という莫大なアクセス数を活かし

た企業からの広告収入で成り立っていま丸 どうして儲

かるのかと言えば、元となるシステム構築には大変な費

用がかかりますが、人々が見に来る目的であるコンテン

ツ (中身)が 、タグだからで汽 IouFubeは 《世界中の

人が自ら知贅でアンプロ~ド し、無料公開されているそ

れらを世界中の人が見に来る)と いうサービスで丸 し

かし、無料で提供されているコンテンツの3分 の1は、

日本のtっのであり、アクセス件数も日本のコンテンツが

圧倒的に多いのでi世 界中の多くの人が、日本のコン

テンツ (特に人気があるのが漫画やアニメ)を 面白いと

思つていま
‐
え Tot Tt beにタグで儲けさせているものの

3割 は、日本のコンテンツなので→、 ならば、それと同

じことを日本でもやればいいじやない力、 と、誰もが考

えまi件 編午)と 偉郵幹か が、経済や産業の2つの大

きな柱になることを目指して、口行は今、産業構造を変

革しようとしていまえ 世界中の多くの人が面白いと言

ってくれるコンテンツ (中功 は既にある。それを世界

中に向けて供給するための技術も既にある。国も企業も

乗り気で、反対する人はいない。だから、いつでも出来

るように見える。けれど、出来ない。何故かと言つたら、

《知的財醐 が問題になるからで丸 YouT■lbeにアッ

プロードされているものの多くは、いわゆる 《著作権法

達反》で無断でアンプロ~ド されているもので村ヽ つま

り、コンテンツの制作者に
一接の遠元もないので丸 見

る側は良いですが、制lFflRlは疲弊していき、最終帥 こ

は良質のコンテンツが生まれなくなってしまう危険性が

高いので丸 無料でコンテンノを提供することで認知度

が広まり、最終的には利益が得られると言う人も居ます

が、総合由叡こ見て制作者側のデメリットが大きすぎまi

「ならばきちんと権利処理をして100%適 法な形の有

料サービスを提供すればいいじやないわ判 ということに

なり、日本の政策のひとつとして仕組み作りが現在行わ

れているのですが、これも難しい。何故なら、 日本のコ

ンテンツは、それぞれの権利の所在が複雑であり、月予b

″)鯨 叫益の郷 》 が上手くいかないからで丸 特にテレ

ビ番組や映画などは権利者が膨大で、処理がとても追い

つかないわけで抗 このままでは、な力うな力ヽコンテンツ

事業が進められませ仏 そんな中で、現在は2つ の考え

方が生まれていまう、 ひとつは、権利者を法律で定めて

しまう方法 映画ならば映画会仏 音楽ならばレコード

会社、といったように権利者を大本の組織に無理矢理し

てしまうことで、管理をし易くする拡 しかしこれは、

縦 内での分配でトラカレが発生し易いなどの問題もと

く含んでいまれ もうひとつは、業界ごとに利益分配の

ルールを話し合いで作り、そのルールに則つた分配方法

を行えるコンピューターシステムをまず作る。それによ

って道正な分配を行う、という方法 現在、今後の日本

のコンテンツ業界を大きくしていく為にはどうしたらい

いのかを、どちらの派も良く考え、話し合っているとこ

ろで丸 《日本から日本のコンテンツを世界に発信してい

く)と いう事業は、それだけに留まらず派生するビジネ

スも多くあり、そういうものも日本から抽共できれば、

アジアにおけるコンテンツの流通は日本が覇権を握るこ

とができるでしょうし、経済的にはそうならなければい

けない。アジアからは日本の文化剰青報を押しつけられ

るのではないか、といった懸念や反発も出るでしょうが

それも踏まえて、法整備やシステムを整え、更に良い=

ンテンツを作っていかなければなりません.企 業も、そ

うした状況を踏まえてのA忘 が必要になってくることで

しょう。

・質疑応答

海野会員、大松会員より、ヨ環の例に則した質問が成さ

れ、更に深いお話を聞くことができました。
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(今週の担当 萩 生口政由)


